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創
立
80
年
を
前
に

地
域
か
ら
「
農
学
校
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
る
名
久
井
農
業
高
校

は
、
来
年
度
で
創
立
80
周
年
を
迎

え
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
地
域
と

深
い
関
わ
り
を
持
ち
続
け
、
多
く

の
地
域
人
材
を
輩
出
し
、
魅
力
を

生
み
出
し
て
き
た
軌
跡
は
、
ま
ち

の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
80
周
年

を
前
に
、
地
域
に
根
差
す
同
校
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

同
校
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
地

域
と
の
つ
な
が
り
は
、
創
設
当
初

か
ら
連
綿
と
続
く
、
学
校
と
地
域

住
民
と
の
協
力
関
係
に
よ
る
も
の

で
す
。

情
熱
の
結
晶
か
ら
生
ま
れ
た

農
学
校

同
校
に
よ
る
と
、
創
設
は
昭
和

初
期
に
「
農
家
に
も
学
問
が
必

要
！
」
と
の
声
か
ら
、
当
時
の
９

つ
の
村
が
集
ま
り
、
町
内
に
組
合

立
甲
種
農
業
學
校
の
設
立
を
目
指

し
、
無
償
で
土
地
を
提
供
し
あ
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

キ
ー
マ
ン
と
な
っ
た
の
が
、
後

に
同
校
創
設
者
と
な
る
、
当
時
の

名
久
井
村
長
の
工
藤
清
吾
先
生
で

し
た
。

工
藤
先
生
は
「
農
業
は
他
人
の

援
助
を
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
自

分
で
開
拓
す
る
も
の
だ
」
と
い
う

信
念
の
も
と
、
東
奔
西
走
し
、

様
々
な
団
体
や
機
関
に
学
校
の
設

立
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
文
部
省
も
そ
の
熱
意
に
押
さ

れ
、
戦
時
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
昭

和
19
年
、
組
合
立
名
久
井
農
業
學

校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
現
在
の
す
ぱ
ー
く
名

川
敷
地
に
学
び
舎
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
専
用
の
校
舎
は
な
く
、

り
ん
ご
の
試
験
研
究
を
す
る
県
南

苹
果
試
験
場
の
２
階
を
間
借
り
し

て
授
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
同
時

に
生
徒
自
ら
の
手
で
、
校
舎
設
立

の
た
め
の
用
地
造
成
に
取
り
組

み
、
昭
和
22
年
に
校
舎
が
完
成
。

組
合
立
か
ら
県
立
へ
と
変
更
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

名
農
高
を
支
え
る
課
題
研
究

地
域
の
情
熱
の
結
晶
と
も
受
け

取
れ
る
設
立
の
精
神
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
地
域
貢
献
を
念
頭
に
、

同
校
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
研
究
活
動
で
す
。
近
年
で
は
、

研
究
成
果
が
国
際
的
な
賞
に
輝
く

な
ど
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

同
校
出
身
で
、
現
在
は
母
校
で

農
業
ク
ラ
ブ
の
顧
問
を
務
め
る
髙

橋
将
太
教
諭
に
よ
る
と
、
こ
う
し

た
成
果
を
生
み
出
す
背
景
に
は
、

名
久
井
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
い

く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
そ
う
で
す
。

一
つ
め
は
、
豊
富
な
研
究
時
間

で
す
。
研
究
を
行
う
「
課
題
研

究
」
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
３
〜
６

単
位
（
週
２
〜
４
コ
マ
）
が
基
本

で
す
が
、
名
久
井
農
業
高
校
で
は

８
単
位
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
時
間
が
多
い
こ
と
で
、
広
く

深
く
研
究
に
専
念
で
き
ま
す
。

二
つ
め
は
、
栽
培
系
２
学
科

（
生
物
生
産
科
、
環
境
シ
ス
テ
ム

科
）
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
県
内
の
ほ
か
の
農

業
高
校
と
比
べ
て
も
稀
な
ケ
ー
ス

で
、
野
菜
や
果
物
、
草
花
と
い
っ

た
生
き
た
教
材
を
扱
う
こ
と
で
、

未
知
の
領
域
や
改
善
の
余
地
に
出

会
い
、
生
徒
自
ら
が
課
題
を
解
決

挑
戦
す
る
農
業
で
未
来
を
つ
く
る

| 

名
久
井
農
業
高
校　
地
域
と
と
も
に
80
年

県
南
苹へ
い
か果
試
験
場

組
合
立
農
業
學
校

研
究
活
動（
三た
た
き
和
土
の
耐
水
性
試
験
）
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課
題
研
究
をより

地
域
密
着
型
に

同
校
で
は
こ
う
し
た
研
究
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
、
農
業
の
担
い
手
不
足
、
環
境

問
題
な
ど
、
全
国
共
通
の
課
題
か

ら
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
町
な
ら

で
は
の
課
題
ま
で
、
農
業
と
い
う

分
野
を
通
じ
て
学
び
を
深
め
、

日
々
、
解
決
の
糸
口
を
探
る
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

し
よ
う
と
い
う
主
体
的
な
学
び
に

繋
が
り
ま
す
。
現
在
は
研
究
班
が

10
班
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
つ
め
は
、
研
究
活
動
で
豊
富

な
測
定
機
器
を
活
用
で
き
る
こ
と

で
す
。
優
れ
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア

を
開
発
し
て
も
、
分
析
や
数
値
化

に
よ
っ
て
根
拠
を
示
せ
な
け
れ
ば

説
得
力
に
欠
け
て
し
ま
い
ま
す
。

同
校
に
あ
る
数
々
の
最
先
端
の
測

定
器
は
、
研
究
活
動
を
支
え
る
生

命
線
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
研
究
活
動
を
通
じ
て
、

生
徒
の
技
術
や
学
び
を
深
め
る
だ

け
で
な
く
、
よ
り
い
っ
そ
う
地
域

と
の
結
び
付
き
を
強
め
、
地
域
貢

献
に
取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で

す
。
農
業
ク
ラ
ブ
会
長
の
坂
本
優

稀
さ
ん
は
「
地
域
を
巻
き
込
む
仕

掛
け
や
仕
組
み
を
考
え
な
が
ら
、

町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
明
る
い
地

域
を
つ
く
り
た
い
。
多
く
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
課
題
解
決
に
取
り
組

み
た
い
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

草
花
の
栽
培

生物生産科 環境システム科

野菜班 草花班

果樹班 環境班

食品微生物班 養液栽培班

食品製造班 機械工作班

食農班 農業機械班

学
科
と
研
究
班

チ
ェ
リ
リ
ン
村
で
の
名
農
菜
園

農
業
ク
ラ
ブ
役
員

今年度も全国から生徒を募集！
青森県教育委員会は、県外から目標をもっ

た生徒を受け入れ、県立高校の活性化を図
るため、「全国からの生徒募集」を令和5年
度より導入しています。

名農高に全国からたくさんの留学生を迎
え入れるべく、同校と県・町の教育委員会
では、国内留学を目指す中学生をサポート
する「地域みらい留学」（一般社団法人地域・
教育魅力化プラットフォーム主催）に参加
し、同校の魅力をPRしています。

募集の詳細は、地域みらい留学の
ウェブページをチェック！→

私たちと一緒に学びませんか？
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民生委員・児童委員
河端マリ子さん（作和・水上・中山・内川地区担当）、小笠原孝さん（青鹿長根・妻神・石和・鍋倉地区担当）、

夏堀浩さん（新開地地区担当）、山内富美子さん（相内地区担当）が、民生委員・児童委員に就任しました。
任期は、令和7年11月30日までです。

長年にわたる民生委員・児童委員としてのご
功績が認められ、昨年11月をもって同委員を退
任された、新井山美智子さん（大向）、四戸き
みさん（上名久井）、西舘トシさん（玉掛）が、
厚生労働大臣特別表彰を受賞されました。

4月21日に行われた伝達式で工藤町長は「長
年にわたるご尽力に深く敬意を表します」と功
績を讃えました。

民生委員・児童委員
厚生労働大臣特別表彰

伝達式に出席した新井山さん㊧と四戸さん㊨

南部ロータリークラブ（奥谷史人会長）が、
福地小学校へアルミ製式台1台を寄贈してくだ
さいました。

同クラブでは社会貢献活動の一環として、町
内小中学校への寄贈を毎年実施。5月2日に同校
へ寄贈に訪れた奥谷会長は「運動会などの学校
行事で活用してもらえれば」と話しました。

あたたかい善意に感謝します

寄贈いただいた式台を囲んで記念撮影が行われました

河
端
マ
リ
子
さ
ん

小
笠
原
孝
さ
ん

山
内
富
美
子
さ
ん

　
夏
堀
浩
さ
ん
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「地域おこし協力隊」とは？
国（総務省）が推進する地域おこし協力隊

は、移住した隊員が地域おこしやまちづくり
の地域協力活動を行いながら地域社会の新た
な担い手として、その地域への定住・定着を
図る取組みです。人口減少や少子高齢化が進
む地方の地域活性化の原動力となりうる人材
として、期待されています。

多文化共生のまちづくりへ　隊員を採用
町では、5月9日より地域おこし協力隊員を1

名採用しました。
隊員の活動は、①外国人に向けた日本語教室

の運営 ②外国人の生活・定住支援 ③町民と外
国人との交流イベントの企画・実施 ④任期終了
後の町内への定住に向けた活動などを主に行い
ます。任期は、最長3年間です。

地域にとって良い刺激となるよう「地域おこ
し協力隊員」「地域」「行政」が連携し、これま
で以上に地域を活性化していきますので、町民
の皆さんにも協力隊活動へのご理解とご協力を
お願いします。

氏名　渡
わ た な べ

辺　嗣
し ろ う

朗
出身地　埼玉県

南部町の皆さん、はじめ
まして！様々なご縁が重
なって、この地に根を下ろすことになり、今、
大きな喜びと期待を抱いています。

国際化や多文化共生の大切さは知られるよう
になりましたが、どんな交流も、まずは人同士
で心を通わせるところから始まります。私は初
めて南部町を訪れた日から、行きかう町民の方々
の何気ない会話や表情に温かな「心」を感じて
きました。これからは、私以上の期待と、そし
て不安を持って南部町に住まう外国籍の方々の
心と、町の皆さんの心の交流の機会やチャンネ
ルを増やせるよう尽力していきたいと思ってい
ます。

趣味は音楽と落語鑑賞です。歌も笑いも世界
共通、にぎやかで明るい日本語教室やイベント
を企画して、楽しく暮らせる町づくりを目指し
ます。季節ごとにこの町に溢れるフルーツと同
じく、たくさんの心の交流の実が実りますよう
に。どうぞよろしくお願いします。

地域おこし協力隊員が着任しました！
活力があり魅力あふれる町の未来のために活動します

南部町議会議員一般選挙
令和5年9月30日に任期が満了する南部町議会

議員一般選挙の日程をお知らせします。
告示　9月19日（火）
投票　9月24日（日）　7時～19時
※投票終了の時間を通常より1時間早くします。
開票　9月24日（日）　20時～
　　　南部町いちょうホール　ホール

立候補予定者説明会
日時　8月3日（木）　14時～
場所　南部町いちょうホール　ホール
立候補届出受付
日時　9月19日（火）　8時30分～17時
場所　南部町いちょうホール　ホール

問合せ　選挙管理委員会事務局（総務課）
　　　　☎0178-76-2111

立候補予定者の後援団体への寄付の禁止期間
7月2日（日）～ 9月24日（日）

※公正な政治活動・選挙運動にご協力ください。
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マイナンバーカード特設窓口からのお知らせ
休日の開庁日
　6月3日（土）・17日（土）
　7月1日（土）・15日（土）
時間　8時30分～17時
場所　役場1階　特設窓口

転出届はマイナポータルからもできます
マイナンバーカードを所有している方は、

マイナポータルアプリからオンラインで転出
の手続きができます。
　　　　　　  手続きはこちらから→

マイナンバーカード特設窓口の受付時間延長
毎週火曜日・木曜日は窓口の受付時間を延

長しています。完全予約制ですので、希望日
の3日前までにご予約をお願いします。
時間　17時～19時20分受付分まで
場所　役場1階　特設窓口
※支所では実施していません
　　　　　　　  予約はこちらから→

問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963・☎080-2848-0448

町天然記念物「赤石けやき」治療が完了
4月20日、赤石地区の十二神社参道脇に立つ

町天然記念物「赤石けやき」の治療が行われま
した。

赤石けやきは推定樹齢400年以上で、幹周り
が7.95メートル、樹高が23メートルあり、長年
地元の方々に大切に保存管理されてきました。
しかし近年、ケヤキ特有の瘤

こぶ

の腐食が見られは
じめ、樹勢が衰弱しつつありました。

そこで町では、青森県林業コンサルタントに
よる助成のもと、県樹木医会に赤石けやきの治
療を申請。昨年も実施しており、今年で2年目
となります。

当日は、栄養を吸収しやすいケヤキの若い根
が掘り起こされた後、土壌改良材や発根薬を充
填。さらに、瘤部分の腐食進行を防止するため、
殺菌剤の散布が行われました。
問合せ　教育委員会　社会教育課
　　　　☎0178-38-5969
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大輪　来園者を魅了
南部町ぼたんまつり

5月10日から28日までの期間、大向地区の
長谷ぼたん園で「南部町ぼたんまつり」が開
催されました。

園内3.3ヘクタールの敷地には、130種
8000本のボタンのほか、シャクヤクやフジ
などが植えられており、多種多様な花々が園
地を彩りました。

開園に先駆け、5月10日にはセレモニーを
実施。テープカットのほか、なんぶこども園
の年長園児22人がよさこいソーランを披露
しました。

同こども園の沖田笑
え な

菜ちゃんは「ボタンが
きれいでかわいい。お花のシャンプーみたい
な匂いがします」と笑顔を見せていました。

犠牲者に花を手向け、追悼の祈りを捧げました

セレモニー後には、園児と保護者たちがボタンの花々を楽
しみました

十勝沖地震から55年　犠牲者に思いを馳せ
名川中1年生　地震観音を慰霊

1968（昭和43）年の十勝沖地震で犠牲と
なった旧剣吉中学校の生徒4人と卒業生2人
を慰霊する地震観音慰霊祭が5月9日、伊勢
沢公園で行われ、名川中学校の1年生46人が
御霊に祈りを捧げました。

慰霊祭は剣吉中学校が行っていましたが、
平成17年に同校が開校して以降引き継ぎ、
毎年慰霊祭を行っています。

同校の三浦琉
る い と

聖さんは「自分の身近なとこ
ろでも大きな地震が起こったことを改めて実
感しました。日本は多くの地震が発生してい
るので、これからも気をつけていきたい」と
話しました。
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

子育て通信
おいでよ ! 子育て支援センター
福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分～11時

6月９日　運動あそび
6月16日　絵本を楽しみましょう
6月23日　お誕生会
6月30日　七夕製作
7月7日　  ふうせんあそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分～11時

6月7・14・21・28日
7月5日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時～12時

6月5・12・19・26日
7月3日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時～12時

6月14日　運動あそび
6月21日　お絵描きをしよう
6月28日　誕生会
7月5日　  七夕製作

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時～14時

6月8・13・15・20・22・27・
29日、7月4・6・11・13日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分～11時

6月15日　 かたつむり製作
6月22日　 ぴっぴサロン
7月7日㈮　七夕集会に参加

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時～11時30分

6月27日　わらべうた・ベビーマッサージ
7月4日　  七夕飾り作り

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

4歳児健康相談 H30.10～H30.11生 6月13日（火） 12時30分～12時45分・14時～14時15分

健康センター2歳児歯科健康診査 R2.9～R2.10生 6月15日（木） 12時15分～12時30分・13時～13時15分
1歳6か月児健康診査 R3.10～R3.11生 6月22日（木） 12時15分～12時45分
乳児健康相談 R4.9～R4.11生 7月4日（火） 12時30分～12時45分・14時～14時15分

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　6月9日㈮、7月14日㈮

南部病院 月・火・水曜日　15時～17時
土曜日　　　　　  9時～11時 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG　6月14日㈬、7月12日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、
ヒトパピローマウイルス
二種混合

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

遅らせないで！
子どもの乳幼児健診と予防接種

乳幼児健診は、お子さんの健やかな成
長のため、適切な時期に受けていただく
よう、町からお知らせしています。子ど
もの健康状態を定期的に確認する大切な
機会です。

予防接種は、感染症にかかりやすい年
齢などをもとに決められています。赤ちゃ
んを感染症から守るためにも、とても大
切です。

また、健診会場や医療機関では、時間
や場所に配慮し、換気や消毒を行うなど、
新型コロナウイルス感染症の感染防止対
策に努めています。乳幼児健診や予防接
種の際は、安心してお越しください。

問合せ　 子育て世代包括支援センター
　　　　ぴよすく（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
子育てメール　 kosodate@town.aomori-

nanbu.lg.jp
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「すこやか南部」通信 問合せ 健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

パート1

歯科口腔の健康 歯と口の健康づくりは、子どもの健やかな成長、健康寿命の延伸につながります

歯周病検診
対象 町内に住民登録している方で、3月末までに、

20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・
70歳になる方

※対象者には受診券を送付しています。
場所　町内歯科医院
内容　 問診・口腔内検査（現在の歯と歯周組織の

状況、口腔内清掃状況　等）
費用　無料
持参する物　受診券、保険証

妊産婦歯科健康診査
対象　町内に住民登録のある妊産婦
※妊娠届出時・出生届出時に受診票を交付します。
受診期間　妊娠中に1回、産後1年以内に1回
場所　町内歯科医院
内容　口腔内診査、歯科保健指導
費用　無料
持参する物
　受診票、母子健康手帳、
　保険証

後期高齢者歯科健康診査
対象　町内に住民登録している75歳以上の方
※対象者には通知しています。
場所　町内歯科医院
内容　 問診・口腔内検査（現在の歯と歯周組織の

状況、口腔内清掃状況、口腔機能の状態）
費用　無料
持参する物　受診券、保険証
※希望される方は、健康こども課までお申し込み

ください。受け付け後、受診券を送付します。

幼児フッ素塗布
対象　町内に住民登録のある1歳6か月～6歳の幼児
※対象者には塗布券（各年齢1～2枚）を交付します。
場所・方法　歯科医院で塗布
※町外の歯科医院で塗布する場合は、事前にお問

い合わせください。
費用　無料
持参する物　フッ素塗布券、保険証

フッ素には、歯の質を強くしてむし歯になりに
くくする働きがあります。お子様の歯をむし歯か
ら守るため、ぜひご利用ください。

80歳になっても自分の歯を20本以上保とう　　「8020（ハチマルニイマル）運動」に取り組みましょう
町では、平成28年9月に「歯科口腔保健の推進に関する条例」を制定し、町民の生涯にわたる健康の保持増進

のため、妊娠期から高齢期までの歯科口腔保健事業を実施しています。
各事業の内容は下記のとおりですので、ぜひご利用ください。

かむ力をつけよう！
▶１口30回を目標に
▶１口の量を少なくする
▶かみごたえのあるものを食べる
▶食材は大きめに切る

よくかむことで得られる効果
▶だ液がよく出る
▶あごの骨が強くなる
▶筋肉が引き締まる
▶脳の活性化
▶肥満防止

歯周病やむし歯から歯を守るための３か条
①正しい歯みがき　②よい生活習慣　③定期的な歯科健診

状況、口腔内清掃状況　等）

広報なんぶちょう 6月号9



低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外分）

食費等の物価高騰に直面する低所得の子育て
世帯を支援するため、特別給付金を支給します。
対象者

（1） 令和4年度に「低所得の子育て世帯に対す
る子育て世帯生活支援特別給付金」の支給
を受けた方 →申請は不要です

（2） 上記（1）以外の方で、対象児童を養育し
ており、下記のいずれかに該当する方

　 →申請が必要です
①令和5年度の住民税均等割が非課税の方
②物価高騰の影響を受けて令和5年1月以降の家

計が急変し、収入が住民税非課税の方と同じ
水準となっている方

対象児童
　平成17年4月2日（障がい児は平成15年4月2日）

から令和6年2月29日生までに出生した児童
※対象者の（1）に該当する方は、平成16年4月2日
（障がい児は平成14年4月2日）生の児童を含む

給付額
　対象児童1人につき一律5万円
申請書類
　町ホームページをご確認いただくか、健康こ

ども課までお問い合わせください。
申請期限
　令和6年2月29日（木）
支給日
▶対象者の(1)に該当する方へは、5月30日（火）

に支給済みです。
▶対象者の(2)に該当する方は、支給前に送付

する振込通知書をご確認ください。
その他
　この給付金の対象とならなかった課税世帯の

方へは、町独自の給付金を支給します。
　詳細は後日、ご案内します。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

児童手当　現況届について
児童手当の現況届とは、毎年6月1日の状況を

把握し、6月分以降の児童手当等を引き続き受
ける条件（児童の監督や保護、生計同一関係な
ど）を満たしているかどうかを確認するための
ものです。
提出が不要な方
　児童手当の養育状況が変わっていない方
提出が必要な方
▶配偶者からの暴力等により、住民票の住所地

が南部町と異なる方
▶支給要件児童の戸籍や住民票がない方
▶離婚協議中で配偶者と別居されている方
▶法人である未成年後見人、施設等の受給者

の方
▶その他、南部町から提出の案内があった方

※現況届の提出がない場合には、6月分以降の
手当が受けられなくなりますので、ご注意く
ださい。

※これまで手当が支給されていなかった方で、
令和5年度の所得上限限度額を下回った方に
ついては、令和5年6月分以降の手当を受ける
ために、認定請求書の提出等が必要となります。

　詳しくは、健康こども課までお問い合わせく
ださい。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
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後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

「お薬代負担軽減のご案内」の送付
ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が

安くなる可能性がある方へ「お薬代負担軽減の
ご案内」を6月下旬に送付し、どのくらい安く
なるかお知らせします。ジェネリック医薬品の

利用を希望する方は、医師や薬剤師にご相談く
ださい。
問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　☎017-721-3821

健康診査を受けましょう
後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、1年に1回無料で受けられる健康診査を下記のとおり実

施しています。健（検）診を受けることはご自身の健康状態を知り、生活習慣を振り返るチャンスです。
ぜひ1年に1回、受診しましょう。
集団健診　受診を希望する際は、健康こども課までお申し込みください。

地区 健診日 場所 受付時間 問合せ・申込み
福地 8月18日（金） ゆとりあ

7時～9時 健康こども課
（健康センター）
☎0178-60-7100

8月21日（月）　～　23日（水）
南部 9月  7日（木）　～　  8日（金） 南部公民館
名川 9月13日（水） 剣吉公民館

全地区 10月22日（日） 南部公民館 7時～9時10月29日（日） ゆとりあ
個別健診　受診を希望する際は、健診機関へ直接電話等でお申し込みください。

健診機関 電話番号 実施期間
南部町医療センター 0178-76-2001 令和6年3月まで
八戸西健診プラザ 0178-21-1717 令和6年3月まで

八戸市総合健診センター 0178-70-5563 令和6年3月まで
五戸町健診センター 0178-62-5510 令和6年2月まで

※受診できるがん検診の種類や受付時間などの詳細は、健診機関へお問い合わせください。

青森プロボノチャレンジ　参加者募集
「プロボノ」とは、仕事で身に付けたスキル

や経験を活かして、ボランティアで地域団体の
活動を支援する取組みです。
「青森プロボノチャレンジ」は、参加者がチー

ムを組んで地域団体の活動支援を約2か月間で
行う短期プロジェクトです。参加者を募集して
いますので、興味のある方はまず、プロボノセ
ミナー（説明会）にご参加ください。
日時・場所
▶7月8日（土）10時～12時
　青森市　アスパム　6階　岩木
▶7月12日（水）18時30分～20時30分

　青森市　アスパム　9階　津軽
　（�オンライン参加もできます。いずれかにご

参加ください）
対象　どなたでも（参加無料）
※復職や再就職など、再び仕事への一歩を踏み

出すママや、アクティブシニアの参加もお待
ちしています。

定員　各回20人
申込み　7月5日（水）までに、県ホームページ

などからお申し込みください。
問合せ　青森県　県民生活文化課
　　　　☎017-734-9208
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開催日　6月12日（月）・26日（月）
　　　　7月10日（月）・24日（月）
時間　9時30分～12時・13時30分～17時
　　　（当日最終受付16時）
※17時以降に利用を希望される方は、前週金

曜日までにご相談ください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　�健康・栄養相談、血圧・体組成（体脂肪・

筋肉量）・血管年齢・内臓脂肪量（20歳～
74歳対象）測定、健康器具の利用　等

費用　無料

達者de 健康相談　～今より “達者”な自分のために～

　健康センターで毎月、健康相談を開催してい
ます。様々な測定をしたり健康器具（ルームラ
ンナー、エアロバイク）を利用して、生活習慣
の改善に向けた一歩を踏み出してみませんか？

※健康相談・健康器具利用ともに要予約です。
※各種測定をする場合、1人45分程度となります。
※健康器具の利用は、1回20分以内となります。
※最近の健診結果票をご持参ください。

問合せ・申込み　�健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　　☎0178-60-7100

信号機や交通規制の見直しにご協力を
青森県警察では、交通の円滑と安全を図るた

め、信号機をはじめとする交通安全施設の整備
合理化と各種交通規制の見直しを進めています。

これは、警察庁で示す「信号機設置の指針」
や「交通規制基準」に基づき、真に必要な場所
には必要な交通安全施設の整備や交通規制を行
い、現状に沿わなくなった場所については解除

や撤去を進めるものです。
今後、調査で撤去や見直しを検討すべき信号

機、交通規制箇所などがあった場合、県民の皆
さんにご意見をお伺いする場合もありますので、
ご理解とご協力をお願いします。
　
問合せ　三戸警察署　☎0179-22-1135

八戸圏域ウルシ造林事業
漆の生産量の拡大を図るため、ウルシ苗木の

植栽を行う土地所有者と林業者、林業者等の組
織する団体を募集します。
募集要件
▶八戸圏域連携都市圏域内（八戸市、三戸町、

五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、
おいらせ町）に住所をおく土地所有者、林業
者および林業者等の組織する団体

▶圏域内の所有地と自己が経営する山林におい
て、ウルシの植栽を行う、または行う予定の

ある方。ただし、南部町と田子町内は、山林
と遊休農地であること。

▶11月30日（木）までにウルシ苗木を購入し、
納品を受けることができる方

補助内容　補助対象者が購入するウルシ苗木ご
とに、その購入単価の1/2以内の額（ただし
200円を上限）を合算した額

募集期間　随時受付
申込方法　必要書類を農林課に提出
問合せ・申込み　農林課　☎0178-38-5964
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史跡聖寿寺館跡ガイド養成講座　受講生募集
募集期間　随時
応募資格　月1回はガイドとして活動できる方
　　　　　（年齢・性別は問いません）
養成講座の内容
▶史跡ガイド研修会（全4回）
　会場　史跡聖寿寺館跡案内所
　①7月15日（土）　②8月26日（土）
　9時30分～11時30分
　「古文書から見直す南北朝時代の南部氏（仮題）」
　（講師　若松啓文氏）
　③10月28日（土）10時30分～11時30分
　「聖寿寺館跡発掘調査成果の解説」
　（講師　布施和洋）
　④12月16日（土）9時30分～11時30分
　「古文書から見直す室町時代の南部氏（仮題）」
　（講師　若松啓文氏）

▶南部ふるさと塾（全6回）
　会場　楽楽ホール
　「南部氏一族の興亡と北東北戦国史」
　①10月21日（土）　②11月4日（土）
　③12月16日（土）　④1月20日（土）
　⑤2月3日（土）　　⑥3月2日（土）
※史跡ガイド研修会と南部ふるさと塾のうち、

5回以上受講した方には修了証を発行します。
※途中参加も可能です。受講回数が足りない場

合は、次年度研修会で補完できます。
受講料　無料
申込方法　�申込書に必要事項を記入のうえ、社

会教育課までご提出ください。
※申込書は社会教育課、町民図書室、南部・剣

吉・福地公民館、史跡聖寿寺館跡案内所に備
え付けています。

問合せ・申込み　教育委員会　社会教育課
　　　　　　　　☎0178-38-5969

合併処理浄化槽設置事業の補助
町では、生活雑排水とし尿を併せて処理する

合併処理浄化槽を家庭で設置する場合に、経費
の一部を補助しています。
対象地域　�下水処理区域（公共下水道、特定環

境保全公共下水道、農業集落排水）
以外の区域

※一部例外もあるため、詳細は事前に建設課で
確認してください。

補助対象者
▶住宅（店舗等の床面積が総面積の2分の1未満

である併用住宅を含む）に合併処理浄化槽を
新たに設置する方。また、汲み取りおよび単独
処理浄化槽から合併処理浄化槽に転換する方

▶合併処理浄化槽が新たに設置されることとな
る住宅を購入する方

補助金額と今年度計画基数
人槽区分 補助金 計画基数

5人槽
（床延べ面積130㎡以下の場合） 39万円 8

6～7人槽
（床延べ面積130㎡を超える場合） 47万4千円 10

10人槽
（�2世帯住宅：浴室と台所が2つ

以上ある住宅）
66万円 -

補助金交付申請書の提出
補助金交付手続き関係の書類をお渡しします

ので、最初に補助金交付申請書を提出してくだ
さい。提出されれば申請書の内容を審査し、交
付決定通知書を送付します。

補助金を受けようとする方は、事前に建設課
までお問い合わせください。

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

広報なんぶちょう 6月号13



農業関係補助事業の申し込み
令和6年度の農業関係の補助事業の申し込み

を受け付けします。
※町単独事業は広報7月号へ掲載します。
国庫事業

（1）�果樹経営支援対策事業等および果樹未収益
期間支援事業（R5年度2次　R6年春植え）

事業の内容　①果樹新植、改植　②特認事業（防
風網、防霜ファンの設置）　③小規模園地整
備（園内道の新設、傾斜の緩和、土壌土層改
良、排水路の新設）　④用水・かん水施設整
備等　⑤放任園地対策

対象者　町内に住所を有する70歳未満の方、ま
たは後継者の年齢が65歳未満の方で、次のい
ずれかに該当する方

　認定農業者／中心経営体／南部農夢の会員／
新規就農者として認定され、5年を経過しな
い方

補助率
事業①　�定額150～330円／㎡
　　　　（高密植、超高密植は520円～730円）
事業②～④　定率1／2以内
事業⑤　定額8万円／10アール
実施条件　改植事業は、過去5年間、肥培管理

されている園地での実施が可能です／自己所
有園地の防除対策等の栽培管理をお約束いた
だける方
②～④の事業を実施する場合は、果樹共済ま

たは収入保険制度への加入が必須です。
事業実施期間　11月頃～令和6年4月
※伐採は令和6年3月末までに着手すること
申込期間　6月12日（月）～7月7日（金）※厳守

申込に必要な書類等
▶全メニュー共通　�申込書、個別調査票、現況

画像、通帳、はんこ
▶果樹新植・改植　�植栽後の園地の見取図
▶設備事業　見積書と設置図面
県単独事業

（1）特産果樹産地育成・ブランド確立事業
事業内容　特産果樹の機械・施設（雨よけハウ

ス、巻上機、選果機等）
対象者　町内に住所を有する70歳未満の農業

者、または後継者の年齢が65歳未満の方で、
下記の要件のいずれかに該当する方

　認定農業者／南部農夢の会員／新規就農者
（2）野菜等産地力強化支援事業
事業内容　野菜の機械（植付機、収獲機、管理

機）、野菜栽培用パイプハウス
対象者　町内に住所を有する農業者の方で、下

記要件のいずれかに該当する方
　認定農業者／認定新規就農者／3戸以上の営

農集団等
※県単独事業の共通項目
県補助率　1／4　または　1／3
町加算率　1／100　～　20／100以内
最大補助率　45／100（県＋町）
加算要件　収入保険加入者、町内業者からの購

入、経営適正化率ごと
必要書類　申込書と調査票、見積書、カタログ等
結果通知　令和6年6月上旬
申込期限　7月31日（月）※厳守
補助事業全般の注意事項
　採択通知等の各時期については変更となる場

合があるため、使用したい時期に納品が間に
合わない可能性があります／県単独事業の内
容や補助率については、県内市町村の要望等
により変更となる場合があります

次に該当する方は補助の対象となりません
　無届で農地の貸借（いわゆる闇小作）を行っ

ている方／適切な肥培管理が行われている
と認められない栽培方法の方／過去5年以内
に補助事業の改善命令や補助金の返還対象と
なった方／本人またはその世帯員等に町税等
の滞納がある場合

申込方法　農林課備え付けの申込書を個別調査
票に記入のうえ、必要書類を添えて提出して
ください。町ホームページからもダウンロー
ドできます。

問合せ・申込み　農林課　☎0178-38-5964
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名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　なんぶ読み聞かせの会の皆さんによる読み聞かせ
です。未就学のお子さんは保護者同伴でお越しくだ
さい。
日時　6月25日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　6月5日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、7月3日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆81歳の家電売り場店員。接客は天職です	 熊谷　恵美子
◆障害者支援員もやもや日記	 松本　孝夫
◆リュウジ式至高のレシピ2	 リュウジ
◆かんたん！らくらく！草取りのコツ	 神津　博
◆署長シンドローム	 今野　敏
◆新・教場	 長岡　弘樹
◆忍びの副業　上・下	 畠中　恵
◆6年1組黒魔女さんが通る！！  19	 石崎　洋司
◆ぼくはいったいどこにいるんだ	 ヨシタケ　シンスケ

◆すしねずみ	 はらぺこめがね

からだのふしぎ� 清水洋美　構成・文

「1日に心臓が送る血液量はお風
呂36杯分」など「からだ」の豆知
識が満載です。やさしく解説して
いる児童向け「図鑑」ですが、大
人も楽しめる1冊となっています。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

八戸地域広域市町村圏事務組合の概要
八戸地域広域市町村圏事務組合は、消防・ご

み・介護福祉などに関する業務を市町村共同で
行うために設置された特別地方公共団体（一部
事務組合）で、昭和46年に発足しました。構成
市町村は、八戸市、三戸町、五戸町、田子町、
南部町、階上町、新郷村、おいらせ町の8市町
村です。

※構成市町村役場で組合の概要を配布していま
す。また、組合のホームページでもご覧いた
だけます。今後、組合の予算・決算や事業の
内容などを順次お知らせします。

問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合事務局
　　　　（八戸市総務課内）　☎0178-43-9556

執行機関について（4月1日現在）
組合には、構成市町村長の互選により、管理

者、管理者を補佐する副管理者を置き、構成市
町村の職員が業務を行っています（消防を除く）。

また、組合の財務や事業について監査を行う
監査委員は、管理者が組合議会の同意を得て、
組合議員および識見を有する者から選任します。
管理者 熊谷雄一　　（八戸市長）

副管理者
松尾和彦　　（三戸町長）
成田隆　　　（おいらせ町長）
佐々木郁夫　（八戸市副市長）

監査委員 大坪秀一　　（八戸市代表監査委員）
櫻井雅洋　　（新郷村長）

共同で処理する事業
事業によって、全市町村で共同処理するもの

や、一部の市町村で共同処理するものがあります。
消防事務 全市町村介護認定審査会事務
し尿処理施設に関すること 八戸市・南部町の

旧福地村の区域・
階上町

ごみ焼却施設に関すること
八戸リサイクルプラザに関すること
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☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業 330円
   6時～8時 受付7時30分まで

★今月の休館日
13日㈫～15日㈭

バーデパークの運動教室で　健康づくりを始めませんか？

★6月生まれの方プール割引

大人 500円 小人 300円

プールやトレーニングジム内での運動教室が、チケット購入で受講できるよ
うになりました。(一部対象外)
チケット料金　▶1枚券 900円　▶5枚券 4000円　▶10枚券 7000円
※プール利用料または温泉利用料が別途必要となります。

各教室の詳細や日程等は、ホームページをご覧いただくか、健康指導課まで
お気軽にお問い合わせください。

大雨洪水に備えて　河川防災情報を提供
身近な河川の水位等をチェックしましょう
「河川砂防情報提供システム」では、国・県・

気象庁が観測している雨量・河川水位・ダム情
報等を確認できます。早めの情報収集、避難準
備を心掛けましょう。
URL　 https://www.kasensabo.bousai.pref.

aomori.jp/

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

南部町産阿房宮　菊サイダー　　1本330mI　350円
南部町産の有名な食用菊・阿房宮のエキスを配合し、はじける炭酸と菊のやわらかな

香りが漂うサイダーです。阿房宮ならではの爽やかな甘みが特徴の町を代表する特産品
です。

★無料利用券・お食事利用

　5名様から�無料送迎

土産処「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種類以上を一堂に販売している県内唯一の販
売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

ご家庭のテレビで、河川の水位が確認できます
NHK総合にチャンネルを合わせ、テレビの

リモコンの「dボタン」を押して、TOPメニュー
の「防災・生活情報」を選び、決定ボタンを押
して「河川水位情報」を選択します。
問合せ
▶青森県県土整備部　河川砂防課
　☎017-734-9662
▶三八地域県民局地域整備部　河川砂防施設課
　☎0178-27-5154
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6 June
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI

宮島一般戦 戸田 G Ⅰ
戸田プリムローズ

多摩川 G
Ⅲﾏｽﾀｰｽﾞ
（薄暮）

鳴門 G Ⅲウエスタンヤング
（モーニング）

戸田 G Ⅲ
企業杯

徳山 SG
グランドチャンピオン

常滑

一般戦
びわこ G Ⅱ

秩父宮妃記念杯

江戸川 G Ⅲ
オールレディース

芦屋ヴィーナスシリーズ
（モーニング） 常滑 G Ⅲイースタンヤング 宮島GⅢ

マスターズリーグ
びわこ
一般戦 宮島一般戦 浜名湖GⅢｵｰ

ﾙﾚﾃﾞｨｰｽ（薄暮）

蒲郡 G Ⅰ
オールジャパン竹島特別 住之江一般戦 丸亀一般戦 桐生一般戦 丸亀

一般戦
住之江

一般戦 桐生一般戦 蒲郡
一般戦

住之江
一般戦

若松
一般戦 桐生一般戦 下関 G Ⅲオールレディース 若松 G Ⅲオールレディース 丸亀ヴィーナスシリーズ 住之江 G Ⅲ

企業杯

デーレース ナイターレース

役立っています !　ボートピアなんぶ交付金
ボートピアなんぶ交付金は「笑顔あふれる明るいまちづくり支援事業」として、地域の持つ個性、
環境、伝統などを活かし、地域住民が主体的に進める町づくりのための活動を支援しています。
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日
一
歩
踏
み
出
す
子
ら
に
守
ら
れ

馬
場　
　

操

郭
公
と
う
ぐ
ひ
す
の
声
す
が
す
が
し
空
の
青
さ
に
応
援
さ
れ
て

馬
場　

敬
子

早
々
と
咲
き
し
り
ん
ご
の
交
配
は
寒
き
日
温
き
日
蜂
の
助
け
も

坂
本　

綾
子

春
の
日
の
お
ぼ
ろ
に
け
む
る
北
の
山
霞
か
雲
か
黄
砂
も
多
し

馬
場　

昭
子

瀬
戸
内
の
み
か
ん
畑
の
明
る
さ
を
ぐ
つ
と
凝
縮
香
り
と
甘
み

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

野
良
猫
を
可
哀
相
だ
と
思
い
つ
つ
見
て
見
ぬ
ふ
り
し
去
り
ゆ
く
を
待
つ

中
野　

静
子

山
か
げ
の
雪
の
残
れ
る
野
を
ゆ
け
ば
小
さ
き
流
れ
の
歌
が
き
こ
え
る

一
ノ
渡　

綮

野
の
花
の
名
は
知
ら
ね
ど
も
ま
た
会
ふ
て
長
く
咲
け
よ
と
語
る
日
だ
ま
り

藤
野　

幸
枝

お
き
な
草
風
に
ま
か
せ
て
飛
ん
で
ゆ
く
空
の
碧
さ
よ
野
に
遊
び
し
日

向
山　

敦
子

梅
さ
く
ら
散
り
て
桃
梨
さ
く
ん
ら
ぼ
我
が
野
や
里
に
足
ど
り
は
ず
む

工
藤　

孔
子

陽
春
に
草
よ
り
高
く
ノ
ビ
ロ
群
れ
ど
っ
こ
い
掘
っ
て
祖
母
の
味
か
な

上
山　

散
歩

つ
つ
ま
し
く
歩
道
の
際
に
咲
く
す
み
れ
我
に
も
分
け
よ
少
し
の
野
生

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

人
は
地
を
大
地
は
人
を
耕
す
と
思
ひ
て
施
肥
す
四
月
の
畑

奥　

あ
さ
子

冠
を
光
ら
せ
揺
ら
す
稚
児
の
列
汗
に
じ
ま
せ
る
老
松
の
道

山
下　

幸
枝

足
裏
の
形
お
な
じ
と
子
の
ひ
と
り
笑
ひ
転
げ
る
連
休
初
日

奥　

ム
ツ
子

梅
の
香
の
た
だ
よ
ふ
里
の
果
樹
の
道
こ
こ
ろ
和
み
て
日
々
に
遊
歩
す

木
村
ひ
な
子

手
も
足
も
直
立
不
動
に
は
に
か
ん
で
唇
を
か
む
入
学
の
児
ら

相
馬　

幸
子

蕗
の
薹
味
噌
を
待
つ
て
る
友
が
ゐ
て
香
り
立
た
せ
る
今
朝
の
厨
を

安
ケ
平
千
代

南
部
民
謡
発
祥
の
地
と
父
生
れ
し
神
社
に
あ
る
も
良
く
は
分
か
ら
ず

八
木
田
順
峰

一次救命とAEDの使い方を学ぼう
日時　7月26日（水）　9時30分～11時30分
場所　八戸消防本部（八戸市田向5丁目1-1）
　　　5階　防災教育・研修室
定員　20組（小学生以上の子どもとその保護者）
申込期間　6月20日（火）～7月7日（金）
※申込期間中のみ、QRコードから手続きできます。

※申込多数の場合は抽選となります。
※消防本部内の見学もできます。

問合せ・申込み
　八戸市保健所　保健総務課
　☎0178-38-0706

　八戸消防本部（八戸市田向5丁目1-1）

　20組（小学生以上の子どもとその保護者）
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同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
交
流
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、
専
門
職

に
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

み
や
び

日
時
　

6
月
27
日
（
火
）

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

参
加
料

　
２
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

　
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
如
来

堂
5—

1

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
9
６
３

地
域
の
良
い
も
の
、
美
味
し
い

も
の
を
出
品
す
る
農
家
と
交
流
す

る
機
会
が
あ
り
、
地
域
の
商
品
を

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　7月6日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

7・8月の休日窓口開設日
期日　7月1日（土）・15日（土）
　　　8月5日（土）・19日（土）
時間　8時15分~12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで

窓口の時間を延長できます。
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和5年5月22日現在）

対先月比
人　口 16,674人 （－99）
男 7,919人 （－31）
女 8,775人 （－48）

世帯数 7,480世帯 （＋3）

語
ら
い
の
会

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
家

族
が
集
ま
り
、
自
由
に
語
ら
い
交

流
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
17
日
（
土
）

　
　
　
12
時
～
14
時
30
分

場
所
　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園
　
隣
）

問
合
せ
　
健
康
こ
ど
も
課

　
　
　
　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会

精
神
疾
患
を
持
つ
人
の
家
族
を

対
象
に
、
統
合
失
調
症
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
「
家
族
学
習
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

学
習
内
容
　
テ
キ
ス
ト
を
読
み
、

話
し
合
い
を
通
し
て
、
疾
患
や

そ
の
疾
患
を
持
つ
当
事
者
へ
の

対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

開
催
日　
※
全
５
回

　
７
月
１
日
（
土
）、
７
月
15
日

（
土
）、
８
月
５
日
（
土
）、
８

月
19
日（
土
）、
９
月
２
日（
土
）

時
間
　
13
時
～
16
時

会
場
　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
町
民
室

募
集
人
数
　
６
人
程
度

費
用
　
１
８
２
０
円

申
込
期
限
　
６
月
20
日
（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
こ
ど
も

課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
１
０
７
８
・
60
・
７
１
０
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
参
加
者

お
客
様
に
発
信
で
き
る
楽
し
い
お

仕
事
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
　
２
名

応
募
資
格
　
18
歳
以
上

業
務
内
容
　
接
客
、
レ
ジ
、
商
品

管
理
等

勤
務
時
間
　
①
８
時
～
13
時

　
　
　
　
　
②
13
時
～
18
時

※
シ
フ
ト
制

※
勤
務
日
数
に
つ
い
て
は
要
相
談

時
給
　
８
５
３
円
～

受
付
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
の

10
時
～
17
時

申
込
期
限
　
６
月
30
日
（
金
）

選
考
方
法
　
面
接

問
合
せ
・
申
込
み

　
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

　
事
務
局

　
☎
０
１
７
９
・
34
・
３
４
３
７

広告

募集案内
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

販
売
ス
タ
ッ
フ
募
集

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
南
部
町
精
神
障
害
者
家
族

会
「
ま
べ
ち
の
会
」
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青
森
地
方
法
務
局
　
八
戸
支
局

　
☎
０
１
７
８
・
24
・
３
３
４
６

　（
音
声
案
内
２
番
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
新
幹
線
試

験
電
車
を
使
用
し
て
の
走
行
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仙
台
~
新
青
森
間
（
往
復
）

▼
６
月
17
日
　
23
時
〜
翌
5
時
頃

▼
６
月
18
日
　
23
時
〜
翌
5
時
頃

▼
６
月
25
日
　
23
時
〜
翌
5
時
頃

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
　
盛
岡
支
社
企
画
室

　
☎
０
１
９・６
２
５・４
０
１
９

タ
ー

問
合
せ

　
南
部
町
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー

☎
０
７
０・９
０
０
４・４
３
６
８

　（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
の
み
）

※
直
接
の
お
電
話
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
「
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
１
０
１
人
会
」
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
数
名

応
募
資
格
　
名
川
地
区
に
住
所
を

有
す
る
女
性
（
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
な
ど
を
出
荷
で
き
る
人
）

選
考
方
法
　
面
接
に
よ
る

申
込
方
法
　
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
事
務
所
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
月
〜
土
曜
日
の
９
時
〜
12

時
に
提
出

問
合
せ
　
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
１
０
１
人
会

　
☎
０
１
７
８
・
75
・
０
１
９
４

制
度
の
概
要
や
留
意
点
に
つ
い

て
、
次
の
日
程
に
よ
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
22
日
（
木
）

　
①
10
時
〜
11
時

　
②
14
時
〜
15
時

　（
②
は
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら

知
り
た
い
方
向
け
）

場
所
　
八
戸
税
務
署
　
２
階

　
　
　
第
一
会
議
室

定
員
　
各
40
人

参
加
方
法
　
６
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
予
約

問
合
せ
　
八
戸
税
務
署
　
法
人
課

税
第
一
部
門

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
５

土
地
・
建
物
の
所
有
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
不
動
産
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
法
務
局
で
の
相
続
登
記

が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
放
置
す
る
と
、
さ
ら
な
る
相

続
が
発
生
し
、
相
続
が
困
難
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
、
そ
れ
以
前
の
相
続
も
義
務
化

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
法

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

南
部
町
文
化
協
会
「
な
が
わ
吹

奏
楽
団
」
で
は
吹
奏
楽
の
た
の
し

さ
を
広
げ
る
た
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
要
件

▼
楽
器
を
演
奏
し
て
み
た
い
人

▼
音
楽
が
大
好
き
な
人

▼
町
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生

練
習
時
間
　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
　
９
時
〜
11
時
30
分

練
習
場
所
　
旧
剣
吉
小
学
校
東
校
舎

申
込
み

保
護
者
と
一
緒
に
練
習

場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
練
習
場
所
で
ご
説
明
し
ま
す
。

※
会
費
は
あ
り
ま
せ
ん
が
活
動
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
　
な
が
わ
吹
奏
楽
団

　
代
表
　
根
市
幸
一

☎
０
９
０・２
６
０
６・７
０
５
６

内
容
　
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、

手
作
り
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
た
作
家
さ
ん
と
の
交
流

日
時

7
月
14
日
（
金
）・
15
日

（
土
）　
10
時
〜
15
時

会
場
　
旧
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

協力依頼
新
幹
線
走
行
試
験

ご
協
力
の
お
願
い

開催案内
「
ト
ラ
イ
南
部
」（
手
作
り
）

募集案内
な
が
わ
吹
奏
楽
団

ジ
ュ
ニ
ア
募
集

開催案内
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度　
説
明
会

制度案内
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

募集案内
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

１
０
１
人
会　
会
員
募
集

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

6月20日（火）

広告

広告
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編集後記
　5月16日、十勝沖地震の発生から55年が経ちまし
た。名川中学校では毎年、犠牲者を悼み、慰霊祭を続
けています。教訓を活かし災害から身を守るため、ま
た自分たちの身近なところで犠牲となった方がいるこ
とを風化させないためにも、とても意味のある大切な
取り組みだと改めて思います。　　　　　　　　 【美】

町営市場の販売状況（4月16日～5月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 22,190 2,787 126 152
いちご 638 604 947 960
長芋 23,550 6,258 266 126
にんにく 3,397 3,091 910 1,339
長芋の種 3,767 2,536 673 122
キャベツ 4,020 693 172 148
ねぎ 5,398 1,621 300 180
ゴボウ 2,456 529 216 205
きゅうり 5,654 1,910 338 314
タラの芽 324 752 2,325 2,378
ほうれん草 792 391 493 466
小松菜 301 137 456 375
アスパラガス 137 265 1,938 1,274
うど 661 265 401 257
ウルイ 317 182 574 692
シイタケ 73 86 1,174 519

6・7月の休場日
6月  4日（日）・5日（月）・7日（水）・11日（日）・14日（水）・18日（日）・
　  21日（水）・25日（日）・28日（水）
7月  2日（日）・5日（水）・9日（日）・12日（水）・16日（日）・17日（月）・
　  23日（日）・26日（水）・30日（日）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時～

毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療　13時～

6月13日㈫・19日㈪・27日㈫
7月3日㈪

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

災害情報案内の受付番号が変更となります
消防本部では、火災などの災害情報に関

して、迅速に複数の住民からの問い合わせ
に応じるため、災害状況等自動案内装置を
通じて情報を案内しています。

7月1日から、災害情報案内の受付番号が
変わりますので、ご利用の際はご注意くだ
さい。
7月1日（土）からの受付番号

☎050-5536-5985
6月30日（金）までの受付番号
　☎0180-991-888
問合せ　八戸消防本部　指令救急課
　　　　☎0178-44-2135

消防署からのお知らせ

さくらんぼ狩り ６月16日（金）
～７月7日（金）

受付・問合せ　ながわ農業観光案内所
　☎0178-76-3020

〒039-0501　南部町大字上名久井字大渋民山23-2

料金（40分食べ放題）
▶中学生以上　1300円　▶小学生　900円
▶３歳以上　400円
※団体のお客様（10名以上）はご予約が必要です。

主な議案（第116回臨時会）

　今
年
は
気
温
の
高
い
日
が

続
き
、
農
作
物
の
生
育
が
早

く
、
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご

し
か
と
思
い
ま
す
。
町
で
は
、

初
夏
の
味
覚
サ
ク
ラ
ン
ボ
を

皮
切
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
果

樹
で
あ
ふ
れ
る
活
気
に
満
ち

た
季
節
を
迎
え
ま
す
。
実
り

豊
か
な
収
穫
期
と
な
り
、
多

く
の
方
が
特
産
品
を
味
わ
い

に
当
町
を
訪
れ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　さ
て
、
議
会
で
は
、
議
会

活
動
の
充
実
・
強
化
の
た
め
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
や

反
問
権
を
町
側
に
認
め
る
な

ど
、
議
会
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
更

な
る
発
展
の
た
め
、
議
会
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　議
会
広
報
は
議
会
の
情
報

を
伝
え
る
重
要
な
役
割
の
一

つ
で
す
。
紙
面
を
工
夫
し
、

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
支

援
と
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南
部
町
議
会

議
長

　夏
堀
文
孝

　記

専
決
処
分

専
決
処
分

区分
子育て世帯への
生活支援

低所得者世帯への
生活支援

町独自の町独自の
支援支援

・下記に該当しない
住民税課税世帯
児童１人当たり５万円児童１人当たり５万円

（現金）

・住民税課税世帯
１人当たり５千円１人当たり５千円
（商品券）

国が示す
基準

・児童扶養手当受給世帯
・住民税均等割非課税世帯
児童１人当たり５万円

（現金）

・住民税均等割非課税世帯
１世帯当たり３万円

（現金）

第第
116116
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
含
む

町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
第
１
１
６
回
臨
時
会
に
は
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▼

　国
に
よ
る
物
価
高
騰

対
策
に
加
え
、
町
独
自
の

生
活
支
援
を
行
う
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
億
４
５
２
０
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
０
億
４
５
２
０
万

２
千
円
と
し
た
。

　
　子
育
て
世
帯
へ
の
現
金

４
月
４
月
2424
日日

予
　
算

予
　
算

主
な
議
案

給
付
は
６
月
以
降
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
現
金

給
付
は
６
月
頃
、
商
品
券

の
配
布
は
８
月
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※
　
町
独
自
の
支
援
内
容
は

右
下
の
表
の
と
お
り
。

総
額
に
４
３
３
０
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
５
億
２
０
８
３
万

５
千
円
と
し
た
。

■
南
部
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▼

　地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
第
26
条
の
地
方
公

共
団
体
等
を
定
め
る
省
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
固

定
資
産
税
の
免
除
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
期
限
を
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
２

年
間
延
長
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

▼

　地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
森
林
環
境

税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

規
定
の
追
加
や
軽
自
動
車

の
環
境
性
能
に
応
じ
て

税
率
を
軽
減
す
る
特
例
措

町独自の支援を加えた物価高騰対策

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）

▼

　ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
、
森
林
環
境
譲
与
税
に

よ
る
収
入
の
増
加
に
伴

い
、
歳
入
歳
出
予
算
の

置
適
用
期
間
を
延
長
す
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▼

　地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
対
象
世

帯
を
拡
充
す
る
た
め
、
軽

減
判
定
基
準
を
引
き
上
げ

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。
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第72号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

▽　３月定例会の主な議案（22㌻～24㌻）
▽　議案に対する主な質疑、常任委員会報告（25㌻～26㌻）
▽　一般質問
　⇒　ぴよすくーぽん対象品目の拡大を。

観光施設でのコロナ対策の緩和は。（27㌻）
　⇒　鳥獣被害の現状と対策は。（28㌻）
　⇒　選挙における投票率の向上対策は。

公用車の管理体制は。（29㌻）
▽　３月臨時会の主な議案、議会議員行政視察研修（30㌻）
▽　４月臨時会の主な議案など（31㌻）

あ ら ま し

　総務企画・産業建設・教育民生の３つの常任委員会は、４月に常任委員会を開催し、令和５年
度の所管事務調査計画をまとめました。６月２日に開会する第117回定例会に申し出を行い、議
会の議決後に調査を行います。

総務企画常任委員会の様子総務企画常任委員会の様子 産業建設常任委員会の様子産業建設常任委員会の様子

教育民生常任委員会の様子教育民生常任委員会の様子

所管事務調査計画所管事務調査計画
総務企画常任委員会
１）人口減少対策について

１）町営市場の運営状況について
２）太陽光発電施設実施箇所について

１）（仮称）展示収蔵施設について
２）小中学校の現状と課題について

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会
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主な議案（第114回定例会）

第第
114114
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

１
０
８
億
円
を
全
会
一
致
で
可
決

１
０
８
億
円
を
全
会
一
致
で
可
決

　
第
１
１
４
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補

正
予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
中
舘
文
雄
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
８
日
・
９
日
に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
予
算

▼
　
令
和
５
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
１
０
８
億

円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
４
億
７
千
万
円

（
４・２
％
）
の
減
と
な

り
、
14
の
特
別
会
計
と

病
院
事
業
会
計
を
合
わ

せ
た
町
の
総
予
算
額
は

２
１
５
億
８
０
１
３
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
11
億
４
１
８
４
万
円

（
５・０
％
）
の
減
と
な
っ

た
。

　
　
一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

■
南
部
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例

【
提
出
者
】

　
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
馬
場
又
彦

【
提
案
理
由
】

　
　
議
会
や
町
の
個
人
情
報

は
、
南
部
町
個
人
情
報
保

護
条
例
で
必
要
な
事
項
を

定
め
、
適
正
な
取
り
扱
い

が
さ
れ
て
き
た
。

主
な
議
案

２
月
２
月
2424
〜
３
月

〜
３
月
1010
日日

条　
例

条　
例

ニ
ュ
ー
ア
ル
業
務
１
千
万

円
、
上
川
原
集
会
施
設

整
備
事
業
３
０
２
７
万

円
、
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速

化
支
援
事
業
２
９
７
５
万

円
、（
仮
称
）
展
示
収
蔵

施
設
関
係
業
務
委
託

５
１
２
０
万
円
な
ど
。

※　
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

予　
算

予　
算

　
　
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
、
議
会
は
同
法
の
適

用
対
象
外
と
さ
れ
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
は
、
議

会
の
自
律
的
な
対
応
に
委

ね
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、

町
議
会
に
お
け
る
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
を
規
定
し

た
条
例
を
制
定
す
る
。

▽　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

法
の
施
行
に
関
し
て
町
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
事
項
を
規
定
し

た
条
例
を
制
定
し
た
。

②
南
部
町
情
報
公
開
条
例
の

一
部
改
正

▼
　
不
開
示
情
報
に
関
す
る

規
定
に
つ
い
て
、
行
政
機

関
の
保
有
す
る
情
報
の
公

開
に
関
す
る
法
律
等
の
規

定
に
準
じ
て
、
そ
の
類
型

を
整
理
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

③
南
部
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例
の

制
定

▼
　
法
の
規
定
に
基
づ
き

設
置
す
る
審
査
会
に
つ
い

て
、
情
報
公
開
制
度
に
お

け
る
審
査
会
と
併
せ
て
組

織
を
一
本
化
し
、
そ
の
設

置
や
組
織
、
調
査
審
議
の

手
続
き
な
ど
を
規
定
し
た

た
め
、
条
例
を
制
定
し
た
。

　
　
町
で
は
、
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

個
人
情
報
保
護
に
関
連
す

る
３
つ
の
条
例
の
一
部
改

正
や
制
定
を
行
っ
た
。

①
南
部
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

の
制
定

▼
　
現
行
の
南
部
町
個
人
情

報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、

議
員
提
出

議
員
提
出

議　
　
案

議　
　
案

提案理由の説明を行う馬場議会運営委員長提案理由の説明を行う馬場議会運営委員長

広報なんぶちょう 6月号 22



主な議案（第114回定例会）
↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
観
光
施
設
条
例
の

一
部
改
正

▼
　
名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
使

用
料
の
改
定
や
レ
ン
タ
ル

用
品
の
拡
充
に
伴
う
使
用

料
の
追
加
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
集
会
所
条
例
の
一

部
改
正

▼
　
福
田
集
会
所
の
新
築
移

転
に
伴
い
、
集
会
施
設
の

位
置
を
改
め
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼
　
町
民
体
育
館
運
営
委

員
会
委
員
、
体
育
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
委
員
を
一
本
化

し
、
社
会
体
育
施
設
運
営

委
員
会
委
員
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▼
　
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
し
て
い

る
条
項
を
改
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
引
用
し

て
い
る
条
項
を
改
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

▼
　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
令

の
施
行
に
伴
い
、
引
用
し

て
い
る
条
項
を
改
め
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
学
童
保
育
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
安
全
計

画
の
策
定
義
務
を
追
加
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
学
童
保
育
施
設
条

例
の
制
定

▼
　
学
童
保
育
施
設
の
新
設

に
伴
い
条
例
を
制
定
し
た
。

人　
事

人　
事

専
決
処
分

■
南
部
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▼
　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

安
全
計
画
の
策
定
義
務
や

バ
ス
に
乗
車
し
て
い
る
乳

幼
児
の
見
落
と
し
防
止
装

置
の
設
置
義
務
を
追
加
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

▼
　
健
康
保
険
法
施
行
令
な

ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
を
８
万

円
引
き
上
げ
、
支
給
額

を
48
万
８
千
円
と
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
道
路
占
用
料
等
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
道
路
占
用

料
の
額
を
改
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

▼
西
舘
た
か
氏（
沖
田
面
）

【
任
期
】

　
令
和
５
年
３
月
16
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
15
日
ま
で

■
南
部
町
大
平
財
産
区
管
理

会
委
員
の
選
任

▼
殿

村

宏
氏（
苫
米
地
）

山
口
松
弘
氏（
苫
米
地
）

山
道
佐
一
氏（
苫
米
地
）

滝
田
康
雄
氏（
片
岸
）

八
木
田
敏
美
氏（
片
岸
）

八
幡
寛
喜
氏（
麦
沢
）

嶋

守

修
氏（
麦
沢
）

【
任
期
】

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
改

修
土
木
工
事
）

▼
　
ウ
レ
タ
ン
舗
装
補
修
や

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
芝
擦
り

付
け
工
の
追
加
な
ど
、
請

負
代
金
１
億
４
７
７
０
万

２
８
９
６
円
に
３
３
０
万

５
１
０
４
円
を
追
加
す
る

も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
夏
堀
工
務
店
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
夏
堀
陽
子

ふるさと運動公園陸上競技場第４種ライト公認取得を記念し式典が行われたふるさと運動公園陸上競技場第４種ライト公認取得を記念し式典が行われた

新設された福田集会所新設された福田集会所
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主な議案（第114回定例会）

■
令
和
４
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
　
物
品
売
払
収
入
の
減

額
や
利
用
者
の
減
に
よ
る

賄
材
料
費
の
減
額
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
１
５
０
万
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を

９
０
３
９
万
円
と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

▼
　
医
療
機
器
購
入
費
の
特

別
調
整
交
付
金
基
準
額
の

減
額
に
よ
る
直
診
施
設
勘

定
繰
出
金
の
減
額
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
１
７
３
万
３
千
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

22
億
２
２
２
０
万
７
千
円

と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

▼
　
決
算
見
込
み
に
伴
う
介

護
保
険
給
付
費
の
減
額
な

ど
、
保
険
事
業
勘
定
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

２
億
３
０
３
４
万
８
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
28
億
３
８
６
３
万
８
千

円
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
事
業
実
績
見

込
み
に
伴
う
介
護
予
防
支

援
事
業
費
の
減
額
な
ど
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
46
万
５
千
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

５
０
１
万
７
千
円
と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
　
収
益
的
収
入
予
算
に
お

け
る
財
源
の
組
み
替
え
を

行
っ
た
。
な
お
、
予
算
の

総
額
に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▼
　
事
業
費
確
定
に
伴
う
広

域
連
合
納
付
金
の
減
額
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
５
９
７
万
６
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
２
億
６
５
４
５
万
８
千

円
と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
　
事
業
費
確
定
に
伴

う
公
共
下
水
道
工
事

費
の
減
額
な
ど
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

２
億
５
０
１
８
万
６
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
５
億
５
６
８
万
４
千
円

と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▼
　
令
和
４
年
度
分
消
費

税
中
間
申
告
納
税
額
の
確

定
に
伴
う
公
課
費
の
減
額

な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
か
ら
２
５
０
万
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

３
億
２
１
０
２
万
７
千
円

と
し
た
。

予　
算

予　
算

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

▼
　
事
業
費
の
確
定
や
決

算
見
込
み
に
基
づ
き
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

２
億
１
４
２
４
万
４
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を

１
２
４
億
７
７
５
３
万
４

千
円
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

計
画
的
な
施
設
整
備
修

繕
な
ど
を
行
う
た
め
、

公
共
施
設
整
備
基
金
に

２
億
５
７
４
１
万
５
千
円

を
積
み
立
て
し
た
。

※　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
と
は
…

　
　
公
共
施
設
な
ど
の
利

用
や
需
要
の
変
化
に
対
応

し
、
長
期
的
な
視
点
で
更

新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化

を
計
画
的
に
行
う
こ
と
を

目
的
に
策
定
さ
れ
た
も
の

議員表彰伝達式
　第114回定例会の最終日、全国町村議会議長会およ
び青森県町村議会議長会自治功労者表彰伝達式を行い
ました。受賞者は以下のとおりです。
全国町村議会議長会表彰
（町村議会議員として15年以上在職）

夏 堀 文 孝　議長
沼 畑 俊 一　副議長
根 市 勲　議員
工 藤 正 孝　議員

青森県町村議会議長会表彰
（町村議会議員として11年以上在職）

中 舘 文 雄　議員
八 木 田 憲 司　議員
山 田 賢 司　議員

全国町村議会議長会表彰全国町村議会議長会表彰
左から、根市議員、夏堀議長、沼畑副議長、工藤議員左から、根市議員、夏堀議長、沼畑副議長、工藤議員

青森県町村議会議長会表彰青森県町村議会議長会表彰
左から、山田議員、八木田議員、中舘議員左から、山田議員、八木田議員、中舘議員

広報なんぶちょう 6月号 24



議案に対する主な質疑
■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

【
問
】　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移

行
す
る
に
あ
た
り
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
運
営
業
務
や
集
団
接

種
運
営
業
務
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

山
田
賢
司　
議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
集
団
接
種
運
営
業
務

な
ど
の
予
算
を
３
カ
月
分

計
上
し
た
。
接
種
体
制
や

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
に

関
す
る
国
の
方
針
が
明
確

で
な
い
た
め
、
今
後
は
状

況
を
見
な
が
ら
、
補
正
予

算
な
ど
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　

行
政
員
報
酬
の
増

額
理
由
は
。工

藤
愛　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
班
長
の
な
り
手
不
足

や
高
齢
化
な
ど
、
行
政
員

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
世
帯
割

り
の
金
額
を
増
額
す
る
な

ど
、
行
政
員
報
酬
の
算
出

方
法
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　

移
住
支
援
事
業
お

よ
び
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
補
助
金
の
増
額
理
由
は
。

八
木
田
憲
司　
議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
移
住
支
援
事
業
補
助

金
は
、
従
来
ま
で
の
補
助

金
に
加
え
、
転
入
し
た

世
帯
に
18
歳
未
満
の
方
が

い
る
場
合
、
１
人
に
つ
き

１
０
０
万
円
加
算
す
る
制

度
改
正
が
行
わ
れ
た
。
町

で
は
、
１
世
帯
に
対
し
子

ど
も
２
人
ま
で
、
最
大

３
０
０
万
円
を
助
成
す
る
。

　
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
も
国
の
制
度
改
正

に
伴
い
、
所
得
要
件
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
対
象

世
帯
数
を
15
世
帯
と
し
て

予
算
計
上
し
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

【
問
】　

ス
マ
ー
ト
農
業
加

速
化
支
援
事
業
補
助
金

は
、
施
設
や
野
菜
な
ど
に

対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
も
対

象
と
な
る
の
か
。

久
保
利
樹　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
水
管
理
の
遠
隔
操
作
シ

ス
テ
ム
や
施
設
環
境
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も

対
象
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

【
問
】　

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
の
活
動
内
容
は
。

川
守
田
稔　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

は
、
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
に

活
動
い
た
だ
い
て
お
り
47

名
の
方
を
委
嘱
し
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
教
育
費
）

【
問
】　

令
和
５
年
度
に
福

地
中
学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
を
予
定
し
て
い
る

が
、
他
の
小
中
学
校
へ
は

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
の
か
。

西
野
耕
太
郎　
議
員

【
学
務
課
長
答
弁
】

　
　
福
地
中
学
校
に
4
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
全
て
の
小
中
学
校
に
防

犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
教
育
費
）

【
問
】　

う
ぐ
い
す
マ
ラ
ソ

ン
大
会
と
駅
伝
競
走
大
会

を
合
わ
せ
た
新
し
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
内
容
は
。

馬
場
又
彦　
議
員

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
運
営
事

業
で
は
、
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
考
え
て
い
る
。

会
場
は
、
ふ
る
さ
と
運
動

公
園
と
役
場
周
辺
の
周
回

コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
。

農業用ドローンによる農薬散布農業用ドローンによる農薬散布

５月以降の新型コロナウイルスワクチン接種
対象者
・65歳以上の方
・12歳から64歳までの方で基礎疾患をお持ちの方
・医療従事者や高齢者施設従事者
※令和５年２月までにオミクロン株対応ワクチンを接
種した全ての方に接種券を発送しています。

※上記対象者以外の方は９月以降にワクチン接種を実
施する予定です。

接種会場
　集団接種　南部町健康センター
　個別接種　南部病院、かわむら内科クリニック、

川守田外科胃腸科、はらだクリニック
※接種の予約は各医療機関にお問い合わせください。
問合せ　ワクチン接種事業対策室（健康センター）　

☎0178-60-7100

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会
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議案に対する主な質疑、常任委員会報告
↙
主
な
質
疑
の
つ
づ
き

■
予
算
特
別
委
員
会
（
介
護

保
険
特
別
会
計
）

【
問
】　

あ
た
ま
元
気
教
室

業
務
と
高
齢
者
水
中
運
動

教
室
業
務
に
関
す
る
予
算

の
増
額
理
由
は
。

滝
田
勉　
議
員

【
福
祉
介
護
課
長
】

　
　
あ
た
ま
元
気
教
室
は
現

在
４
カ
所
で
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
１
カ
所

を
町
内
の
法
人
に
委
託
す

る
た
め
増
額
し
て
い
る
。

　
　
水
中
運
動
教
室
は
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
水
中
運
動
に
加

え
、
床
で
の
運
動
も
含
め

た
教
室
を
実
施
す
る
た
め

予
算
を
増
額
し
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
公
共

下
水
道
特
別
会
計
）

【
問
】　

南
部
地
区
の
公
共

下
水
道
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
工
事
の
進
捗

率
と
加
入
率
は
。
ま
た
、

加
入
促
進
の
施
策
は
。

工
藤
正
孝　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　
公
共
下
水
道
工
事
は
、

１
８
１・６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
計
画
区
域
の
う
ち
約

１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。
加

入
率
は
29
・
４
％
で
あ

る
。
加
入
促
進
の
た
め
、

広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
呼
び
か
け
を
実

施
し
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

【
問
】　

自
主
防
災
組
織
活

動
費
を
減
額
補
正
し
て
い

る
が
、
今
後
、
自
主
防
災

組
織
に
活
動
し
て
い
た
だ

く
方
法
の
検
討
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
令
和
４
年
度
、
自
主
防

災
組
織
活
動
助
成
金
の
申

請
が
２
件
あ
っ
た
。
３
月

末
ま
で
に
助
成
金
を
活
用

し
た
活
動
を
予
定
し
て
い

る
団
体
が
な
い
た
め
減
額

補
正
を
行
っ
た
が
、
地
域

の
要
望
に
応
じ
、
担
当
職

員
が
制
度
な
ど
の
説
明
を

行
い
、
活
動
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

自主防災組織活動助成金
　自主防災組織が行う訓練、啓発活
動や災害発生時の活動に対して助成
金を交付しています。
対象経費
・訓練に係る燃料費、炊き出しの材
料代、保険料などの経費

・講演会の講師謝礼
・災害時に使用した医薬品
※防災資機材など、備品の購入に要
した費用は対象外です。
助成金額
　対象経費の３分の２以内の額
　（上限10万円）
問合せ　総務課　☎0178-76-2111

常任委員会の調査結果報告常任委員会の調査結果報告
総務企画総務企画常任委員会常任委員会 委員長：中舘文雄　副委員長：工藤正孝

委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、松本啓吾
　令和５年２月14日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　町内空き家の一斉調査の結果、小規模な修繕により再利用が可能な建物につ
いては、空き家バンクの活用を進めるなど、現在実施している取り組みを継続
して行っていく必要があると思われる。
　　また、空き家対策に早急に着手することで、倒壊の危険性があり修繕や解体
などの緊急度が高い建物が減少するよう対策をしていく必要があると思われる。
⇒　空き家対策は、町関係課が協力して
進めていかなくてはならない課題であ
るため、町空家等対策推進委員会にお
いて方針を検討し、対策を進めていく
必要があると思われる。
　特に、通学路等に面している危険家屋
など、町民に影響があるような建物に
ついては、早急に対応を検討していく
必要があると思われる。

空き家・空き地及び危険家屋の現況について空き家・空き地及び危険家屋の現況について調調 査査

果果結結

総務企画常任委員会の様子総務企画常任委員会の様子
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　

問　

町
の
独
自
事
業

「
ぴ
よ
す
く
ー
ぽ
ん
」
は
所

得
制
限
な
く
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
、
子
育
て
世
代
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
少
子
化
対
策
へ
の
効
果

が
高
い
と
考
え
る
が
、
ミ
ル

ク
や
お
む
つ
の
使
用
量
が
減

る
２
歳
以
降
に
は
、
期
限
内

に
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
れ
な

い
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
今
後
の
運
用
方
法
に
つ
い

て
次
の
質
問
を
す
る
。

①
対
象
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

収
率
と
改
善
要
望
な
ど
の
概

要
は
。

②
衣
類
や
食
料
品
な
ど
、
対

象
品
目
拡
大
の
検
討
は
。

町
長
答
弁

①
対
象
者
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
ぴ
よ
す
く
ー
ぽ

ん
事
業
開
始
の
５
カ
月
後
に

実
施
し
、
３
歳
未
満
乳
幼
児

の
保
護
者
２
３
０
名
の
う
ち

１
１
１
名
か
ら
ご
回
答
い
た

だ
い
た
。
回
答
者
の
約
94
％

の
方
か
ら
「
あ
り
が
た
い
」

「
助
か
っ
た
」
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
た
が
、
粉
ミ
ル
ク

や
お
む
つ
を
使
わ
な
く
な
っ

て
き
た
時
期
に
ク
ー
ポ
ン
の

対
象
品
目
が
少
な
い
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。

　
保
清
関
連
用
品
、
衛
生
関

連
用
品
、
知
育
関
連
用
品
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
対

象
用
品
に
追
加
し
、
事
業
を

ぴ
よ
す
く
ー
ぽ
ん
対
象
品
目
の
拡
大
を

ぴ
よ
す
く
ー
ぽ
ん
対
象
品
目
の
拡
大
を

事
業
効
果
の
検
証
と
見
直
し
を
行
い
「
子
育
て

事
業
効
果
の
検
証
と
見
直
し
を
行
い
「
子
育
て

に
や
さ
し
い
ま
ち
南
部
町
」
を
推
進
し
て
い
く

に
や
さ
し
い
ま
ち
南
部
町
」
を
推
進
し
て
い
く

問問答答

工 藤 愛 議 員

実
施
し
て
い
る
。

②
対
象
用
品
に
衣
類
や
食
料

品
を
加
え
る
か
検
討
し
た
結

果
、
衣
類
は
取
扱
店
か
ら
対

応
が
難
し
い
と
の
回
答
が
あ

り
、
対
象
用
品
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
食
料

品
は
、
乳
幼
児
に
限
定
し
た

ミ
ル
ク
や
離
乳
食
関
連
を
対

象
用
品
と
し
て
い
る
が
、
食

材
や
お
や
つ
、
飲
み
物
な
ど

は
乳
幼
児
に
限
定
し
た
も
の

と
は
限
ら
ず
、
線
引
き
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
対
象
用
品

に
は
し
て
い
な
い
。

　
今
後
も
事
業
効
果
の
検
証

と
見
直
し
を
行
い
、「
子
育

て
に
や
さ
し
い
ま
ち
南
部

町
」
の
よ
り
一
層
の
推
進
を

目
指
し
て
い
く
。

質　
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
５

類
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、

町
内
観
光
施
設
に
お
け
る
感

染
症
対
策
の
方
針
を
早
期
に

打
ち
出
し
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
町
内
観
光
施
設
に
お
い
て

感
染
対
策
で
制
限
を
行
っ
た

施
設
と
具
体
的
内
容
は
。

②
制
限
内
容
の
緩
和
策
と
実

施
時
期
の
検
討
は
。

町
長
答
弁

①
町
内
観
光
施

設
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
や

青
森
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
、
感
染
状
況
に

応
じ
適
宜
必
要
な
対
策
を
実

観
光
施
設
で
の
コ

観
光
施
設
で
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
緩
和
は

ロ
ナ
対
策
の
緩
和
は

問問

感
染
状
況
を
踏
ま

感
染
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
利
用
制
限

え
つ
つ
、
利
用
制
限

す
る
こ
と
な
く
運
営

す
る
こ
と
な
く
運
営

し
て
い
き
た
い

し
て
い
き
た
い

答答

施
し
て
き
た
。

　
農
林
漁
業
体
験
実
習
館

チ
ェ
リ
ウ
ス
で
は
、
宿
泊
や

宴
会
の
休
止
、
レ
ス
ト
ラ
ン

の
時
短
営
業
な
ど
を
行
っ
た
。

　
バ
ー
デ
パ
ー
ク
で
は
、
時

短
営
業
を
は
じ
め
、
サ
ウ
ナ

の
休
止
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
の
利
用
時
間
と
人
数
を
制

限
す
る
対
策
を
行
っ
た
。

　
名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
は
、

屋
外
施
設
の
た
め
、
手
指
消

毒
や
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
基

本
的
な
感
染
対
策
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
で
運
営
し
て
き
た

が
、
令
和
３
年
９
月
の
際
に

は
施
設
を
全
面
休
止
し
た
。

　
３
月
現
在
、
ア
ヴ
ァ
ン
セ

ふ
く
ち
に
お
け
る
宴
会
や
会

食
の
人
数
制
限
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
が
、
他
の
施
設
で

は
利
用
制
限
が
な
く
、
ま

た
、
当
面
そ
の
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

②
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
位
置
付
け
を
５

月
８
日
か
ら
５
類
に
移
行
す

る
ほ
か
、
３
月
13
日
か
ら
は

マ
ス
ク
の
着
用
を
屋
内
・
屋

外
を
問
わ
ず
、
個
人
の
判
断

に
委
ね
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
人
混
み
が
で
き
る
公
共

の
場
な
ど
で
は
着
用
を
推
奨

す
る
考
え
を
示
し
た
。

　
町
内
観
光
施
設
で
は
、
手

洗
い
や
手
指
消
毒
、
検
温
の

基
本
的
な
感
染
対
策
を
引
き

続
き
呼
び
掛
け
し
て
い
く
。

ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
利

用
者
個
人
の
選
択
を
尊
重

し
、
そ
の
選
択
を
相
互
に
尊

重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。

　
施
設
や
設
備
は
利
用
制
限

を
す
る
こ
と
な
く
運
営
し
て

い
き
た
い
が
、
感
染
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
。

名川チェリリン村名川チェリリン村
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一  般  質  問

滝 田 勉 議 員

質　
問　
鳥
獣
に
よ
る
被
害

は
生
息
分
布
域
の
拡
大
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
伴

い
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に

深
刻
化
し
て
き
て
い
る
。
農

作
物
へ
の
被
害
は
、
営
農
意

欲
の
低
下
に
よ
る
離
農
者
の

増
加
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
最
近
で
は
鳥
獣
が
生
活

域
ま
で
入
り
込
み
、
追
い

払
っ
て
も
逃
げ
よ
う
と
せ

ず
、
空
き
地
や
空
き
家
、
倉

庫
な
ど
に
住
み
つ
く
こ
と
も

あ
る
。

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
人

や
財
産
へ
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
鳥
獣
被
害
の
届
出
件
数
と

主
な
鳥
獣
の
種
類
は
。

②
被
害
内
容
と
金
額
は
。

③
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
具

体
的
な
取
り
組
み
の
成
果
と

今
後
の
課
題
は
。

町
長
答
弁
　
町
の
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。
八
戸
農
業

答答
被害面積や被害金額は減少傾向にあり、被害面積や被害金額は減少傾向にあり、
猟友会との連携を強化し取り組んでいく猟友会との連携を強化し取り組んでいく

問問 鳥獣被害の現状と対策は鳥獣被害の現状と対策は

協
同
組
合
お
よ
び
馬
渕
川
漁

業
協
同
組
合
か
ら
の
依
頼
を

も
と
に
、
県
猟
友
会
南
部
町

支
部
の
協
力
を
得
て
、
銃
器

と
箱
わ
な
に
よ
る
捕
獲
や
追

い
払
い
を
行
っ
て
い
る
。

①
目
撃
情
報
と
食
害
届
出
件

数
は
左
上
の
表
の
と
お
り
。

　
農
作
物
被
害
の
届
出
や
目

撃
情
報
件
数
は
、
全
国
的
な

傾
向
と
同
様
、
当
町
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。

②
被
害
状
況
は
右
下
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
。

　
農
地
以
外
の
生
活
圏
で
も

目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
住
宅
や
車
両
、
人
的

被
害
は
把
握
し
て
い
な
い
。

③
令
和
３
年
度
は
カ
ラ
ス
、

ム
ク
ド
リ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
合
わ
せ
て

２
５
８
羽
、
４
頭
の
捕
獲
実

績
が
あ
っ
た
。
令
和
２
年
度

は
鳥
類
３
０
４
羽
と
ニ
ホ
ン

ジ
カ
２
頭
、
令
和
元
年
度
は

鳥
類
３
４
７
羽
を
捕
獲
し
て

い
る
。

　
農
作
物
の
被
害
面
積
や
被

害
金
額
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
猟
友
会
の

活
動
の
成
果
が
表
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
大
型
獣
の

目
撃
情
報
や
農
作
物
被
害
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
銃
器

や
箱
わ
な
な
ど
で
捕
獲
・
追

い
払
い
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
猟
友
会
員
の
高
齢

化
や
有
資
格
者
が
不
足
し
て

い
る
。
ま
た
、
ハ
ク
ビ
シ
ン

や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
中
型

獣
は
、
町
へ
の
報
告
件
数
は

少
な
い
が
、
個
体
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
居
住
地
付
近

に
住
み
つ
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
銃
器
に

よ
る
捕
獲
が
で
き
な
い
た

め
、
箱
わ
な
を
貸
し
出
し
す

る
こ
と
と
な
り
、
猟
友
会
と

の
連
携
強
化
が
必
要
と
な
る
。

　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
は
、
猟

友
会
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
た
め
、
安
心
安
全
な
捕

獲
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
会
員
に
対
し
て
研
修
会

へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
な

ど
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
技
術

の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
。

目撃件数 主な鳥獣の種類

令和４年度 43件 クマ　20件
イノシシ　11件　など

令和３年度 10件 クマ　６件
ニホンジカ　１件　など

令和２年度 11件 クマ　７件
ニホンジカ　４件

食害件数 主な鳥獣の種類

令和４年度 15件 ニホンジカ　８件
クマ　２件　など

令和３年度 2件 ニホンジカ　２件

令和２年度 10件 クマ　４件
ニホンジカ　２件　など

鳥獣被害届出件数

有害鳥獣目撃情報

400

500

600

700

800

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0
被害面積

被害金額

R4R3R2R 元

※令和４年度の数値は２月時点暫定値

※令和４年度の数値は２月時点暫定値※令和４年度の数値は２月時点暫定値

有害鳥獣による農作物被害状況

約756万円約756万円

1.3ha1.3ha

約531万円約531万円

1.9ha1.9ha

（万円） （ha）

※令和4年度の数値は１月
末時点での暫定値

1.5ha1.5ha

1.3ha1.3ha

約594万円約594万円

約544万円約544万円
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

35

45

55

65

参議院議員通常選挙
衆議院議員総選挙

R3R元H29H27H25

質　

問　

当
町
の
投
票
率

は
、
県
全
体
で
見
て
も
大
変

低
い
位
置
に
あ
り
、
投
票
率

向
上
の
た
め
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
長
答
弁
　
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
主
な

投
票
率
向
上
策
は
、

①
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
た
選
挙
制
度
の
周

知
と
政
治
参
加
の
啓
発

②
中
学
校
の
生
徒
会
選
挙
に

お
け
る
投
票
箱
や
記
載
台
な

ど
の
選
挙
物
品
の
貸
し
出
し

③
職
場
体
験
に
お
け
る
選
挙

事
務
の
従
事

④
町
内
３
カ
所
い
ず
れ
の
期

日
前
投
票
所
で
も
投
票
が
で

き
る
体
制
づ
く
り

⑤
防
災
行
政
用
無
線
に
よ
る

広
報
活
動

⑥
投
票
日
当
日
の
町
内
巡
回

に
よ
る
投
票
の
呼
び
掛
け

⑦
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
た

投
票
の
呼
び
掛
け

⑧
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
合
同
で
実
施
し
た
名
久
井

農
業
高
等
学
校
で
の
投
票
の

呼
び
掛
け

⑨
投
票
し
た
方
へ
抽
せ
ん
で

お
食
事
割
引
券
の
贈
呈

な
ど
を
実
施
し
た
。

　
令
和
４
年
７
月
執
行
の
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
で
の
年

代
別
投
票
率
を
見
る
と
、
10

代
は
や
や
高
い
が
、
20
代
が

最
も
低
く
、
年
代
が
上
が
る

選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
向
上
対
策
は

選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
向
上
対
策
は

従
前
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
新
し
い
啓

従
前
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
新
し
い
啓

発
対
策
を
模
索
し
、
投
票
率
向
上
を
目
指
す

発
対
策
を
模
索
し
、
投
票
率
向
上
を
目
指
す

問問答答

西野耕太郎 議員

質　
問　
除
雪
車
両
や
消
防

車
両
な
ど
、
多
く
の
公
用
車

を
保
有
し
て
い
る
が
、
町
の

管
理
体
制
は
機
能
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
車
種
別
の
保

有
台
数
は
。

町
長
答
弁
　
町
自
動
車
管
理

規
程
に
基
づ
く
車
両
管
理
者

お
よ
び
道
路
交
通
法
に
基
づ

く
安
全
運
転
管
理
者
、
副
安

全
運
転
管
理
者
を
選
任
し
、

そ
の
管
理
者
の
も
と
、
道
路

運
送
車
両
法
に
基
づ
く
点

検
、
整
備
状
況
の
確
認
や
車

検
時
期
の
把
握
な
ど
、
適
正

な
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
職
員
の
運
転
免
許
証
の

確
認
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
、

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
公
用
車
を

運
転
す
る
前
後
に
酒
気
帯
び

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
所
有
し
て
い
る
車
両
台
数

は
、
令
和
元
年
度
末
１
４
５

台
、
令
和
２
年
度
末
１
４
１

台
、
令
和
３
年
度
末
１
３
２

台
と
３
年
間
で
13
台
削
減
し

て
お
り
、
現
在
も
削
減
に
向

け
た
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
法
令
を
遵
守

し
、
所
有
台
数
の
適
正
化
を

図
り
な
が
ら
環
境
に
優
し
い

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
配
備
な

ど
も
考
慮
し
て
い
く
。

　
車
種
別
の
保
有
台
数
は
左

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。

公
用
車
の
管
理

公
用
車
の
管
理

体
制
は

体
制
は

問問

関
係
法
令
を
遵

関
係
法
令
を
遵

守
し
管
理
し
て
い
る

守
し
管
理
し
て
い
る

答答

に
つ
れ
て
投
票
率
が
高
く

な
っ
て
い
く
と
い
う
傾
向
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
投
票

率
向
上
に
は
、
若
い
世
代
の

投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
投
票
率
向
上
に
は
、
思
い

切
っ
た
対
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
も

連
携
し
、
従
前
の
取
り
組
み

を
継
続
し
つ
つ
、
新
し
い
啓

発
対
策
を
模
索
し
、
投
票
率

向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

合計
132台
合計
132台
合計
132台

給食運搬車両（４台）
バス車両（６台）

除雪車両（７台）

小型特殊車両（13台）
（乗用芝刈機など）

消防車両
（35台）
消防車両
（35台）
消防車両
（35台）

普通自動車
軽自動車
（67台）

普通自動車
軽自動車
（67台）

普通自動車
軽自動車
（67台）

※()内は県内40市町村中の順位
国政選挙における投票率の推移（％）

57.78%57.78%
(17位)(17位)

50.51%50.51%
(16位)(16位)

54.35%54.35%
(27位)(27位)

51.34%51.34%
(30位)(30位)

44.86%44.86%
(31位)(31位)

40.62%40.62%
(33位)(33位)

47.12%47.12%
(38位)(38位)

公用車保有台数（令和３年度末時点）
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主な議案（第115回臨時会）、議会議員行政視察研修

契　
約

契　
約

専
決
処
分

専
決
処
分

第第
115115
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

（
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
建
築
工
事
）

（
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
建
築
工
事
）

　
第
１
１
５
回
臨
時
会
に
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
や
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー
管

理
棟
建
築
工
事

▼
　
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
管
理
汚
泥
棟
と
最
終
沈

殿
池
建
屋
を
建
築
す
る
も

の
。
工
期
は
令
和
６
年
２

月
20
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
１
億
６
８
３
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

33
月月
2929
日日

主
な
議
案

※　
５
件
の
工
事
請
負
契
約

の
一
部
を
変
更
す
る
契
約

の
締
結
に
関
し
、
議
会
へ

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
福
田
集
会
所
建
築
工
事

▼
　
Ｕ
字
溝
や
雨
水
配
管

の
追
加
な
ど
、
請
負
代
金

４
８
３
３
万
３
１
２
０
円

に
７
４
万
８
８
８
０
円
を

追
加
し
た
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
有
限
会
社
西
塚
建
設
工
業

　
代
表
取
締
役
　
西
塚
義
美

■
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー
土

木
工
事

▼
　
埋
戻
土
の
変
更
や
鋼
矢

板
の
設
置
延
長
を
追
加
す

る
な
ど
、
請
負
代
金
２
億

５
１
０
８
万
９
３
０
０
円

に
１
１
８
３
万
２
７
０
０

円
を
追
加
し
た
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
山
田
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
根
市
純
子

■
南
部
町
福
地
地
区
小
中
学

校
空
調
設
備
設
置
工
事

▼
　
動
力
設
備
工
事
に
お

け
る
プ
ル
ボ
ッ
ク
ス
の

数
量
追
加
な
ど
、
請
負

代
金
９
４
４
９
万
円
に

６
４
万
９
千
円
を
追
加
し

た
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
三
和
電
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
小
笠
原
雅
昭

■
南
部
町
名
川
地
区
小
中
学

校
空
調
設
備
設
置
工
事

▼
　
室
内
機
と
室
外
機

の
接
続
ル
ー
ト
を
変
更

す
る
な
ど
、
請
負
代
金

１
億
１
６
３
８
万
円
に

１
４
５
万
２
千
円
を
追
加

し
た
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
本
田
電
気
工
業

　
代
表
取
締
役
　
本
田
篤

■
南
部
町
南
部
地
区
小
中
学

校
空
調
設
備
設
置
工
事

▼
　
撤
去
工
事
に
お
け
る
搬

出
方
法
の
変
更
な
ど
、
請

負
代
金
９
６
１
４
万
円
に

１
万
１
千
円
を
追
加
し
た
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
東
洋
電
設

代
表
取
締
役
向
谷
内
和
弘

　佐賀県にある国営吉野ヶ里歴史公園は、平成３
年に国の特別史跡に指定された日本最大級の環濠
集落遺跡「吉野ヶ里遺跡」を保護、活用するため、
整備されました。
　視察では、吉野ヶ里町議会議長の馬場氏、町長
の伊藤氏から歴史公園の管理運営状況や遺跡の保
存方法などの説明を受けました。

　「やきものの町」として有名な長崎県波佐見町は、
農業支援にも力を入れており、集落営農組織の設
立、スマート農業の推進、スマート農機導入に対
する補助などを行っています。
　視察では、波佐見町議会議長の百武氏、町長の
前川氏から波佐見町における農業支援の説明を受
けました。

議会議員行政視察研修（１月18日、19日）

吉野ヶ里歴史公園での視察の様子吉野ヶ里歴史公園での視察の様子 波佐見町役場での視察の様子波佐見町役場での視察の様子
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主な議案（第116回臨時会）

　
今
年
は
気
温
の
高
い
日
が

続
き
、
農
作
物
の
生
育
が
早

く
、
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご

し
か
と
思
い
ま
す
。
町
で
は
、

初
夏
の
味
覚
サ
ク
ラ
ン
ボ
を

皮
切
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
果

樹
で
あ
ふ
れ
る
活
気
に
満
ち

た
季
節
を
迎
え
ま
す
。
実
り

豊
か
な
収
穫
期
と
な
り
、
多

く
の
方
が
特
産
品
を
味
わ
い

に
当
町
を
訪
れ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
で
は
、
議
会

活
動
の
充
実
・
強
化
の
た
め
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
や

反
問
権
を
町
側
に
認
め
る
な

ど
、
議
会
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
更

な
る
発
展
の
た
め
、
議
会
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
広
報
は
議
会
の
情
報

を
伝
え
る
重
要
な
役
割
の
一

つ
で
す
。
紙
面
を
工
夫
し
、

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
支

援
と
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南
部
町
議
会

議
長
　
夏
堀
文
孝
　
記

専
決
処
分

専
決
処
分

区分
子育て世帯への
生活支援

低所得者世帯への
生活支援

町独自の町独自の
支援支援

・下記に該当しない
住民税課税世帯
児童１人当たり５万円児童１人当たり５万円

（現金）

・住民税課税世帯
１人当たり５千円１人当たり５千円
（商品券）

国が示す
基準

・児童扶養手当受給世帯
・住民税均等割非課税世帯
児童１人当たり５万円

（現金）

・住民税均等割非課税世帯
１世帯当たり３万円

（現金）

第第
116116
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
含
む

町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
第
１
１
６
回
臨
時
会
に
は
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▼
　
国
に
よ
る
物
価
高
騰

対
策
に
加
え
、
町
独
自
の

生
活
支
援
を
行
う
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
億
４
５
２
０
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
０
億
４
５
２
０
万

２
千
円
と
し
た
。

　
　
子
育
て
世
帯
へ
の
現
金

４
月
４
月
2424
日日

予　
算

予　
算

主
な
議
案

給
付
は
６
月
以
降
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
現
金

給
付
は
６
月
頃
、
商
品
券

の
配
布
は
８
月
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※　
町
独
自
の
支
援
内
容
は

右
下
の
表
の
と
お
り
。

総
額
に
４
３
３
０
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
５
億
２
０
８
３
万

５
千
円
と
し
た
。

■
南
部
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
第
26
条
の
地
方
公

共
団
体
等
を
定
め
る
省
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
固

定
資
産
税
の
免
除
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
期
限
を
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
２

年
間
延
長
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

▼
　
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
森
林
環
境

税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

規
定
の
追
加
や
軽
自
動
車

の
環
境
性
能
に
応
じ
て

税
率
を
軽
減
す
る
特
例
措

町独自の支援を加えた物価高騰対策

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）

▼
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
、
森
林
環
境
譲
与
税
に

よ
る
収
入
の
増
加
に
伴

い
、
歳
入
歳
出
予
算
の

置
適
用
期
間
を
延
長
す
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▼
　
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
対
象
世

帯
を
拡
充
す
る
た
め
、
軽

減
判
定
基
準
を
引
き
上
げ

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。
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「
一
陽
来
福
」

応
募
者
：
佐
々
木
隆
喜
さ
ん

応
募
者
：
佐
々
木

応
募
者
：
佐
々
木
隆
喜
さ
ん

「
な
か
よ
し
」

応
募
者
：
名
久
井
清
さ
ん

２月11日と12日に開催された「令和５年南部地方えんぶり」の写真コンテスト審査会が行われました。
写真コンテストは３年ぶりの開催となり、ご応募いただいた作品数 38 点のうち、３点が入賞しました。

令和５年南部地方えんぶり写真コンテスト審査結果

「きっと大豊作」
応募者：山下春樹さん

特選作品特選作品

入選作品入選作品

園児たちと一緒に楽しく作業しました

体で感じる体験学習
楽しく農業と食を知る

4月28日、八戸市の幼稚園児が名久井農業高
校の農場を訪れ、リンゴの人工受粉作業を体験
しました。

この取り組みは、生物生産科の3年生が行う
自然体験学習において実施。園児たちに作業を
教えることで、リンゴの栽培管理と品質につい
て学びを深めるとともに、ふれあいを通じたコ
ミュニケーション能力の向上を目的に行われま
した。

生徒たちは「園児たちにリンゴに興味を持っ
てもらえました」「飲み込みも早く、楽しみな
がら作業をしてもらえて、とても良かったです」
などと感想を述べました。

今後は、6月にリンゴの摘果とサツマイモの
植え付け、9月下旬にはリンゴとサツマイモの
収穫体験が行われる予定です。
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